
３.建築学専攻 
 

（１）教育課程表 大学院学則 別表（１） 

 部類 授業科目 
単
位
数 

毎週授業時間数 

備 考 １年次 ２年次 

１ ２ ３ ４ 

［１］ 
講義 

建築生産特論 ２ ２     

建築構造学特論 ２  ２    

建築史特論 ２ ２     

建築設計特論 ２  ２    

空間計画学特論 ２   ２   

建築環境学特論Ⅰ ２ ２     

建築環境学特論Ⅱ ２  ２    

建築設計特別講義 １  １    

建築生産特別講義 １   １   

ベンチャービジネス特論 １ １ ＜１＞   集中 

経済学特論 １ １ ＜１＞   集中 

地球環境科学特論 １ １ ＜１＞   集中 

外国文化特論 １ １ ＜１＞   集中 

［２］ 
演習 

建築生産特別演習 ２  ２    

建築構造学特別演習 ２   ２   

建築史特別演習 ２  ２    

建築設計特別演習Ⅰ ２ ２     

建築設計特別演習Ⅱ ２  ２    

建築設計特別演習Ⅲ ２   ２   

建築環境学特別演習Ⅰ ２ ２     

建築環境学特別演習Ⅱ ２  ２    

実用英語特別演習Ⅰ ２ ２     

実用英語特別演習Ⅱ ２  ２    

［３］ 
研究 

建築学特別研究Ⅰ 1.5 ◎     

建築学特別研究Ⅱ 1.5  ◎    

建築学特別研究Ⅲ 1.5   ◎   

建築学特別研究Ⅳ 1.5    ◎  

学外研修 ４ ◎ ＜◎＞    

 

※ 一級建築士登録に関わる履修条件 

 以下の科目のうちから、次の履修条件を満たして単位を取得した場合、修了直後から一級建築士の受験は可能。当該

修得科目は、建築士法施行第 10条第 1項に定める実務経験年数（一級建築士受験資格に必要な実務経験年数 2年）のう

ちの 1年分に該当し、試験に合格した上で、修了から実務経験が 1 年以上あれば一級建築士として登録可能。 

 

履修条件 

・「学外研修」（インターンシップに相当）：4単位（必修） 

・「学外研修」以外の科目（インターンシップ関連科目に該当）：11単位以上 

部類 授業科目 単位数 
１年次 ２年次  

１ ２ ３ ４ 

講義 

建築生産特論 ２ ２     

建築設計特論 ２  ２    

建築設計特別講義 1  １    

建築生産特別講義 １   １   

演習 

建築設計特別演習Ⅰ ２ ２     

建築設計特別演習Ⅱ ２  ２    

建築設計特別演習Ⅲ ２   ２   

建築環境学特別演習Ⅰ ２ ２     

研究 学外研修 ４ ◎ ＜◎＞    



（２）教育内容 

建築は人間生活に最も身近な工学と位置づけられる。近年、建築構造物の規模の大型化、新材

料・新工法の開発および地球環境問題がクローズアップされている。特に、東海地域では大地震

が予想され、防災、耐震面での新たな研究開発が求められている。また、高齢化や福祉社会に対

応した建築住環境の安全快適化、ゆとりのある美的空間の創出、環境に配慮した町作りや地域計

画、環境汚染問題など多くの課題が提起されている。さらに、長年にわたって築いてきた建築文

化を継承し、建築施設をどのように維持管理・再生していくかが、21 世紀の建築学の担う役割の

一つにもなっている。建築学専攻は、より高いレベルで上記の課題に対処できる能力を養成する

ためのカリキュラムを編成している。その内容は、材料・構造分野では、学部で学んだ構造力学

やコンクリート工学等の基礎学力を強化しつつ、コンクリート構造物の耐震挙動に関する実験と

解析を行い、コンクリートの品質管理や耐久性評価手法、大空間の構造的な安定性などの先端的

内容を学ぶ。建築計画・歴史分野では、学部で学んだ建築設計、建築計画、建築史等の基礎学力

を強化しつつ、建築設計理論、建築史学の先端的内容を会得する。建築環境分野では、学部教育

では充分に触れられることのなかった広い範囲の環境問題を視野に入れ、地球規模にまで及ぶ

様々の問題に対し、先端的な内容とその方法を学ぶ。 
 

（３）履修上の心得 

現在、多くの企業あるいは社会が求めている理想の人物像は、「創造性豊かで、何事にも積極

的に取り組む情熱のある人物」である。授業および研究活動を通して少しでも理想の人物像に近

づけるよう、カリキュラムは各専門分野の特徴を明確にして構成されている。したがって、選択

した専門分野を中心に、関連する他の専門科目を選択することは、「建築」の全体像を把握する

うえで極めて重要である。講義内容は、高度の問題発見能力・解決能力を備えた技術者・研究者

にふさわしい構成となっている。産業界で求められる一級建築士あるいは 1 級建築施工管理技士

を取得できるためにも、特定の学科目に偏らない幅のある科目選択が必要である。すなわち、開

講されている特論は全て履修するほどの心構えが望ましい。 

 

 


